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少
年
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

少
年
法
の
一
部
改
正

一

い
わ
ゆ
る
触
法
少
年
及
び
ぐ
犯
少
年
に
係
る
事
件
の
調
査

１

警
察
官
等
の
調
査

警
察
官
は
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
少
年
で
あ
る
疑
い
の
あ
る
者
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必

（一）
要
が
あ
る
と
き
は
、
事
件
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
二
第
一
項
関
係
）

の
調
査
は
、
事
案
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
措
置
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

（二）

（一）
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
二
第
二
項
関
係
）

警
察
官
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
少
年
の
心
理
そ
の
他
の
特
性
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有

（三）
す
る
警
察
職
員
（
警
察
官
を
除
く
。
）
に
調
査
（
３

の
処
分
を
除
く
。
）
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（

（一）

第
六
条
の
二
第
三
項
関
係
）

２

呼
出
し
、
質
問
、
報
告
の
要
求

警
察
官
は
、
調
査
を
す
る
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
少
年
、
保
護
者
又
は
参
考
人
を
呼
び
出
し
、
質
問
す
る
こ
と
が

（一）
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
三
第
一
項
関
係
）

警
察
官
は
、
調
査
に
つ
い
て
、
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
照
会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

（二）
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
三
第
二
項
関
係
）
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３

押
収
、
捜
索
、
検
証
、
鑑
定
嘱
託

警
察
官
は
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
事
件
の
調
査
を
す
る
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
押
収
、

（一）
捜
索
、
検
証
又
は
鑑
定
の
嘱
託
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
四
第
一
項
関
係
）

刑
事
訴
訟
法
中
、
司
法
警
察
職
員
の
行
う
押
収
、
捜
索
、
検
証
及
び
鑑
定
の
嘱
託
に
関
す
る
規
定
（
同
法
第
二
百
二
十
四
条

（二）
を
除
く
。
）
は
、

の
場
合
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
四
第
二
項
関
係
）

（一）

４

警
察
官
の
送
致
等

警
察
官
は
、
調
査
の
結
果
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
調
査
に
係
る
書
類
と
と
も
に
事
件
を
児
童
相
談
所

（一）
長
に
送
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
五
第
一
項
関
係
）

第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
少
年
の
行
為
が
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
各
号
に

（１）
掲
げ
る
罪
に
係
る
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
。

の
ほ
か
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
少
年
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
少
年
で
十
四
歳
に
満
た
な
い
者
に
係
る

（２）

（１）
事
件
に
つ
い
て
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
付
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
。

警
察
官
は
、
調
査
の
結
果
、
十
四
歳
以
上
の
少
年
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
、
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
審
判
に
付

（二）
す
べ
き
事
由
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六

条
の
五
第
二
項
関
係
）

警
察
官
は
、

の
送
致
を
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
お

（三）

（一）
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い
て
、
証
拠
物
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
家
庭
裁
判
所
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
五
第

三
項
関
係
）

警
察
官
は
、

又
は

に
よ
り
事
件
を
送
致
し
た
場
合
を
除
き
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
調
査
に
係
る
少

（四）

（一）

（二）

年
を
児
童
相
談
所
に
通
告
す
る
と
き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
相
談
所
に
対
し
、
同
法
に

よ
る
措
置
を
と
る
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
当
該
調
査
の
概
要
及
び
結
果
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
五
第
四

項
関
係
）

５

都
道
府
県
知
事
又
は
児
童
相
談
所
長
の
送
致

都
道
府
県
知
事
又
は
児
童
相
談
所
長
は
、
４

（

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
送
致
を
受
け
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
児
童
福

（一）

（１）

祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
調
査
の
結
果
、
そ
の
必
要

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
六
第
一
項
関
係
）

二

十
四
歳
未
満
の
少
年
の
少
年
院
送
致

家
庭
裁
判
所
は
、
決
定
の
時
に
十
四
歳
に
満
た
な
い
少
年
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
少
年

院
送
致
の
保
護
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
関
係
）

三

保
護
観
察
中
の
者
に
対
す
る
措
置

１

家
庭
裁
判
所
は
、
第
三
の
一
２
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
保
護
観
察
の
保
護
処
分
を
受
け
た
者
が
そ
の
遵
守
す
べ
き

事
項
を
遵
守
し
な
い
こ
と
の
程
度
が
重
く
、
そ
の
保
護
処
分
に
よ
っ
て
は
本
人
の
改
善
及
び
更
生
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
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め
る
と
き
は
、
決
定
を
も
っ
て
、
児
童
自
立
支
援
施
設
若
し
く
は
児
童
養
護
施
設
送
致
又
は
少
年
院
送
致
の
保
護
処
分
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
関
係
）

２

家
庭
裁
判
所
は
、
１
に
よ
り
二
十
歳
以
上
の
者
に
対
し
て
少
年
院
送
致
の
保
護
処
分
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
決
定
と
同
時
に
、

本
人
が
二
十
三
歳
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
少
年
院
に
収
容
す
る
期
間
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
六
条
の
四
第
二
項
関
係
）

３

２
の
ほ
か
、
１
の
保
護
処
分
に
係
る
事
件
の
手
続
は
、
そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
、
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保

護
処
分
に
係
る
事
件
の
手
続
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
の
四
第
三
項
関
係
）

四

国
選
付
添
人
制
度

１

家
庭
裁
判
所
は
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
事
件
で
あ
っ
て
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
罪

の
も
の
又
は
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
事
件
で
あ
っ
て
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
罪
に
係
る

刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
措
置
が
と
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
少
年
に
弁
護
士
で
あ
る
付

添
人
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
事
案
の
内
容
、
保
護
者
の
有
無
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
審
判
の
手
続
に
弁
護
士
で
あ
る
付
添

人
が
関
与
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
弁
護
士
で
あ
る
付
添
人
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二

十
二
条
の
三
第
二
項
関
係
）

２

１
の
付
添
人
の
選
任
は
、
少
年
が
そ
の
選
任
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
審
判
を
終
局
さ
せ
る
決
定
前
に
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
そ

の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
二
条
の
三
第
五
項
関
係
）
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３

抗
告
裁
判
所
は
、
１
の
事
件
（
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
措
置
が
と
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
つ

い
て
、
少
年
に
弁
護
士
で
あ
る
付
添
人
が
な
く
、
か
つ
、
事
案
の
内
容
、
保
護
者
の
有
無
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
抗
告
審
の

審
理
に
弁
護
士
で
あ
る
付
添
人
が
関
与
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
弁
護
士
で
あ
る
付
添
人
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
二
条
の
五
第
二
項
関
係
）

第
二

少
年
院
法
の
一
部
改
正

一

処
遇
の
基
本
原
則

少
年
院
に
お
け
る
処
遇
は
、
個
々
の
在
院
者
の
年
齢
及
び
心
身
の
発
達
程
度
を
考
慮
し
、
そ
の
特
性
に
応
じ
て
、
こ
れ
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
一
条
の
二
関
係
）

二

初
等
少
年
院
及
び
医
療
少
年
院
の
収
容
年
齢

初
等
少
年
院
は
、
心
身
に
著
し
い
故
障
の
な
い
、
お
お
む
ね
十
六
歳
未
満
の
者
を
収
容
し
、
医
療
少
年
院
は
、
心
身
に
著
し
い
故

障
の
あ
る
、
二
十
六
歳
未
満
の
者
を
収
容
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
関
係
）

三

保
護
者
に
対
す
る
措
置

少
年
院
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
少
年
で
あ
る
在
院
者
（
少
年
院
収
容
受
刑
者
を
除
く
。
）
の
保
護
者
に
対
し

、
そ
の
在
院
者
の
監
護
に
関
す
る
責
任
を
自
覚
さ
せ
、
矯
正
教
育
の
実
効
を
上
げ
る
た
め
、
指
導
、
助
言
そ
の
他
の
適
当
な
措
置
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条
の
二
関
係
）

第
三

犯
罪
者
予
防
更
生
法
の
一
部
改
正
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一

保
護
観
察
中
の
者
に
対
す
る
措
置

１

保
護
観
察
所
の
長
は
、
保
護
観
察
の
保
護
処
分
を
受
け
た
者
が
、
遵
守
す
べ
き
事
項
を
遵
守
し
な
か
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
者
に
対
し
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
よ
う
警
告
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
関
係

）
２

保
護
観
察
所
の
長
は
、
１
の
警
告
を
受
け
た
者
が
、
な
お
遵
守
す
べ
き
事
項
を
遵
守
せ
ず
、
そ
の
程
度
が
重
い
と
認
め
る
と
き

は
、
第
一
の
三
１
の
決
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
関
係
）

二

保
護
者
に
対
す
る
措
置

保
護
観
察
所
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
少
年
（
保
護
観
察
の
保
護
処
分
を
受
け
た

者
又
は
少
年
院
仮
退
院
者
に
限
る
。
）
の
保
護
者
に
対
し
、
そ
の
少
年
の
監
護
に
関
す
る
責
任
を
自
覚
さ
せ
、
そ
の
更
生
に
資
す
る

た
め
、
指
導
、
助
言
そ
の
他
の
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
の
二
関
係
）

第
四

総
合
法
律
支
援
法
の
一
部
改
正

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
行
う
総
合
法
律
支
援
に
関
す
る
業
務
に
国
の
委
託
に
基
づ
く
国
選
付
添
人
の
選
任
に
関
す
る
業
務
を

含
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
こ
れ
に
伴
う
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
五

附

則

一

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
が
総
合
法
律
支
援
法
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
と
な
る
場
合
に
お
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け
る
第
四
の
一
部
は
同
法
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
が
総
合
法
律
支
援
法
附

則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
と
な
る
場
合
に
お
け
る
第
一
の
四
及
び
第
四
の
一
部
は
同
法
附
則
第
一
条
第
二
号

に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
（

附
則
第
二
条
な
い
し
第
四
条
関
係
）


